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この１年を振り返って

昨日譲渡会を開催し来週が本年最後の譲渡会になります。１０匹参加しましたが残念ながら１匹も今回は決まりませんでした。しかし避妊手術相談の方は１０名を超え、皆さんが相談された事をきちんと果たされれば、沢山の子達の手術が終わります。この季節の手術は妊娠の心配も無く子猫達も手術可能な大きさなのでで安心です。さて今年も余すところ２週間となりました。
　皆様にはこの一年変わらぬご支援・ご協力をいただき、本当に有難う御座います。心から感謝致します。本年譲渡会等では犬の参加は無く決定した猫は５０匹、累計で５，３８２匹です。数としては決して多い数ではありませんが、犬は相談も無くなり、猫も減ってきている事を嬉しく思っています。一方避妊手術の方は、助成金等の効果もあり、今月で累計２６，５００匹を超えています。不幸な命を増やさないようにするには、何よりも避妊手術が効果的と考えていますがそのためには獣医師の先生方のご理解とご協力、そして会からの助成金が何よりの後押しとなります。  今年もチャリティカレンダーを２５００部作成し完売致しました。心ある先生方のご協力での特別料金の上に、会からの助成金を利用すると、通常の１匹分の料金で６匹～７匹の手術ができます。今年もこれまでに２，２３０匹に助成金を支払ました。
Ｔ（捕獲）Ｎ（手術）Ｒ（解放）は今1番力を入れている活動です。令和２年９月から始まった種子島でのTNRは今年は４回島へ渡り４４３匹TNRしました。累計で４，１６９匹です。一部の獣医さんの妨害やボランティアさん間のトラブル等あり、県の獣医師会へ相談したり行政にも協力をお願いしました。現在は西之表市の開催は中止し、南種子と中種子の両町を交互に実施しています。何事も始める時のエネルギーを持ち続ける事は大変ですが、初心に戻って見直せば必ず解決できます。当会も何度か存立の危機に見舞われましたが、その都度スタッフで話し合い個人の感情はさて置いて、何の為の活動かを再度見直せば先に希望とお互いへの思いやりや感謝が生まれて来ると思います。旗揚げ３０年も見えるようになり、本当にここまで来れた事に深い感慨を覚えます。

又動物基金の行政枠を利用する市町村の開拓にも動きました。鹿児島市以外の県内自治体でも少しずつですが動きが出てきています。その為一部のスタッフには大きな負担をかけていますが、それに増してできた事による喜びが大きく、お互い労いあいながら今後に繋げたいと思う事です。  今年も欠かさず譲渡会は開催し、スタッフだけでなく相談に来られていた方々の中から、一緒に動いて下さるメンバーも育ててきました。活動の理解者や協力者を増やしていく事も大事な活動と認識しています。譲渡会で里親さんが決まらない日もありましたが、手術の相談だけはいつもあり、予約で埋まる日もありました。

行政ともこれまで以上にお互いのできる事を理解し、共通の目的に向かって協力して信頼関係は一層深められたと思います。鹿児島市では４年連続で殺処分ゼロを達成しました。来年３月末で５年連続の殺処分ゼロが予想されます。鹿児島市独自の動物基金も発足しました。昨今地球規模の災害や紛争が多発し、経済状況が悪化しています。その結果弱い立場の犬猫達に一番被害が出ます。まだまだ会のめざす社会は遠く目の前の命の為に活動している事に虚しさも感じますが会としてのスタンスを見失う事のないよう、今後も弛まず全員で頑張ってまいります。最後にあらためて本年一年間有難う御座いました。

NPO法人 犬猫と共生できる社会をめざす会   
理事長　杉木　和子
～犬猫の防寒対策～
① 室内環境（温度・湿度）

● 温度の目安

成犬・成猫：20〜23℃  子犬・子猫／シニア犬猫：22〜25℃
床付近は冷えやすいため、体感温度にも注意

● 湿度の目安

40〜60％が理想 乾燥しすぎると呼吸器トラブル、皮膚のかゆみ・フケ、ウイルス増殖 の原因になります。
● ポイント

エアコン使用時は加湿を忘れずに温度差が出やすい廊下・脱衣所は注意


② 寝床・居場所の工夫

風の当たらない場所にベッドを設置、冷たい床から離す（マット・毛布を敷く）

ドーム型ベッド・毛布で体温保持、ホットカーペット使用時は低温設定、直接触れないよう必ず布を敷く。自由に移動できるよう暖かい場所と涼しい場所の両方を用意

・低温やけどに注意！犬猫は人より皮膚が薄く、長時間同じ場所で温まり続けると低温やけどを起こすことがあります。

・脱水・体温調節トラブル～暖かすぎると、水を飲まずに眠り続ける。体が熱くなっても自分で移動しないということがあります（特に猫・シニア）

※湿度がとても重要な理由（40〜60％）

冬は暖房で空気が乾燥しやすく、人以上に犬猫の体に影響が出やすいです。

乾燥すると鼻・喉・気管の粘膜が乾きウイルスや細菌が侵入しやすくなる。
適正湿度の保ち方～加湿器を使用、濡れタオルを室内に干す、水皿を複数設置。

③ 服・防寒グッズ

犬～短毛種・小型犬・シニア犬は服が有効。散歩時は防寒着＋帰宅後の体拭きで冷え防止

猫～基本的に服は不要。室温管理と寝床の工夫が中心


④ 飲水・食事の工夫

● 水分補給

冬は飲水量が減りがち、常温〜少しぬるめの水がおすすめ、複数箇所に水皿を設置

猫はウェットフード併用も◎
● 食事

寒さで消費エネルギーが増える場合あり、体重管理をしながら必要に応じて微調整。
消化にやさしい食事を心がける


⑤ 健康管理・注意点

冷えによる関節痛（特にシニア）膀胱炎・尿トラブル（特に猫）元気がない・震える・丸まって動かない場合は要注意▶ 早めに室温調整・受診を検討


⑥ まとめ

適温・適湿の維持が基本、寝床と居場所で体温を守る。
水分摂取と体調変化をこまめに確認、冬も快適で安心な環境づくりが、犬猫の健康を守ります。
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鹿児島県鹿児島市


伊敷1丁目4番25号


TEL 090－8760－2092

















鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・会費：1口3000円から（何口でも可）











飼い主探しの会


10月トライアル決定数


　成猫3匹・子猫2匹


 11月トライアル決定数


　成猫4匹・子猫11匹


 12月トライアル決定数


　成猫2匹・子猫1匹





譲渡数合計(12月21日時点）　�　　　犬 ：   883匹


猫 ： 4,499匹�合計 ： 5,382匹　


※会で行った不妊手術数�　 ２６，５００匹�

















子猫1匹・成猫2匹�これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹





これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹








ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。�　運営・活動資金も不足しております。私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。寄付金をお振込みいただいた方は、差し支えなければお礼状を送らせていただきますので、当会までご連絡ください。











